「アクティブラーニング入門」レポート課題のルーブリック　（金沢大学・杉森）
課題
　科学教育と学習科学の視点から、学習者を主体（中心）にした教育・学習方法「アクティブ・ラーニング」への転換が進んでいる。（１）大学でどのようにして学ぶのか、（２）自律的・能動的な学習を通して「問う力」「考える力」を得ることができる機会と環境にはどのようなものがあるか、（３）実際の科学・技術・社会の課題解決に資する（科学リテラシーを持つ市民として行動・社会参画する）ためにはどのような能力・コンピテンシーが重要と考えるか、３点に注目してあなたの考えを主張せよ。ただし、グループワークで得たあなたの気づきと、講義で提示した前提知識とポータル会議室などでの討論内容を参考にし、６００～８００字を目安にまとめなさい。
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